
本当にたくさんのお客様を

お迎えし、無事に学習発表会

を終えることができました。

「無事に」と言うよりも「立

派に」と言った方が良いほど

の素晴らしいものができたの

ではないかと思います。

子ども達はそれぞれ、練習

の成果を十二分に発揮してい

ました。練習の時に比べ、誰

もの意気込みが明らかに違っ

ていました。前日リハーサル

の後で、自分がどれくらいの

力を発揮できたと思うか聞い

てみました。１００％発揮し

たという子ども達は半数以下

で、まだ力を出し切っていな

い子どもの方が多くいました。

そこで、人間は気持ちの持ち

方によって、もっと大きな力

を出すことができるという話

をしました。当日の子ども達

は、その話の通りみんなやる

気満々で、表情や態度だけで

なく全身から「やる気」があ

ふれていたように思います。

各クラスの詩の暗唱から始

まりましたが、これもリハー

サルに比べずっと声が出てい

て、堂々とした落ち着いた発

表になっていました。詩の暗

唱を聞きながら、これならみ

んなきっと元気の良い発表を

してくれるだろうと、私もと

ても楽しみになりました。

クラス発表はもちろん、英

会話・アラビア語・音楽発表

も、子ども達の元気とやる気

が本当によく伝わってきたよ

うに思います。みんなが本気

で取り組んでいたのが、１人

１人の声や態度に現れていま

した。多少の失敗はあったと

しても、大勢のお客様の前で

堂々と発表できたという経験

は、子ども達にとって本当に

大きな自信につながるものだ

と思います。発表を終えるた

びに、温かい拍手をいただけ

たことによって、満足感や達

成感を十分に感じることがで

きたとも思います。

こういう経験は、子ども達

の成長にとても大切なものだ

と思います。やればできると

いう自信と、困難なことにも

挑戦していこうという意欲を

育てることができるからです。

多くの方にご参観いただけた

ことで、子ども達にとっても

得るものがより大きな、大変

素晴らしい学習発表会にする

ことができたと思います。本

当にありがとうございました。
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真剣さの中にユーモアもありました

「学習発表会が終わるまでは、

私は産みません!」と、ハザー

ル先生はずっとそう言って頑

張っておられました。

その言葉通り、学習発表会

が終わった翌日に入院され、

昨日(５日)の午後４時頃、無

事に第１子を出産されました。

体重３２００グラムの元気な

男の子だそうです。母子とも

に元気であるということを、

今朝ハザール先生ご自身から

連絡いただきました。

本当に出産間近まで頑張っ

てくださったお陰で、アラビ

ア語の発表も素晴らしいもの

にできました。ハザール先生

の健康とお子さんの健やかな

成長を、心からお祈りしてい

ます。おめでとうございます。

ハザール先生おめでとう
第１子（男児）誕生!!

３段ピラミッドの完成！ 演技力もさすがのものでした

すてきな番組ができあがりました



昨日は子ども達の登校後、

みんなで学習発表会の後片付

けを行いました。並べられた

ままのイスはもちろん、小道

具や準備した様々なものをき

れいに片付けました。朝のわ

ずかな時間でしたが、みんな

が積極的にてきぱきと動いて

くれたので、あっという間に

終わりました。

準備もみんなで行いました

が、いつも呼びかけている

「あとかたづけ」がきちんと

できたので、本当に気持ちが

良く、改めて良い学習発表会

にできたと思いました。

その後は、いつもの落ち着

いた学校生活に戻りました。

授業中の様子を見て回っても、

どの教室からも真剣に学習に

のぞんでいる様子が伝わって

きました。中学部は、当然の

ごとく期末テストモードに切

り替わっていました。

こういう切り替えがきちん

とできるということは、とて

も大切なことではないかと思

います。その時々にやらなけ

ればならないことに精一杯取

り組むことで、集中力を高め

ていくことができるからです。

集中力とそれを続ける持続力

は、自分の力を確かなものに

したり高めたりするためには、

どうしても必要なものです。

気持ちの切り替えがきちん

とでき、落ち着いた雰囲気で

いつもの学習･生活に戻ること

ができる子ども達を見て、私

はとても頼もしく感じました。
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たくさんのお客様を前に

元気いっぱいの１・２年生

640QRのカンパ集まる！
学習発表会の折に募ったカン

パですが、総額６４０リヤル集

まりました。ご協力いただいた

皆様、本当にありがとうござい

ました。子ども達のために大切

に使わせていただきます。

なお編集したＤＶＤは、学期

末懇談の時に配布させていただ

く予定です。少し遅くなります

が、よろしくお願いいたします。



学習発表会にお越しくださっ

た来賓の皆様から、子ども達

の発表に対する感想をお寄せ

いただいておりますので紹介

いたします。

①普段自分の子供と接してい

る部分と随分異なり、子供は

社会生活においては立派な人

格を有していること(大人であ

ること)が認識でき、とても意

義ある時間でした。

正直、びっくりしたのと感

動的でした。またイベントが

ある際にはお邪魔致したく、

宜しくお願いいたします。

②発表内容のレベルの高さに

も驚きましたが、進行も含め

いくつもの役割をこなす子供

達の活躍に大変感銘を受けま

した。

小さい子供達の発表を温か

く見守る上級生、上級生の発

表をしっかりと楽しく見てい

る下級生の姿を見て、縦のつ

ながりのある教育環境はやは

り良いなあと思いました。

昔の学校の写真を見て、以

前ＵＮＥＳＣＯに勤務してい

た方が「８０年代にドーハで

日本人学校に通っていた」と

話していたのをふと思い出し

ました。いろんなところで卒

業生が活躍しているのだと思

います。２０２２年のワール

ドカップの時は、大学生・社

会人になった生徒達が今回の

学習発表会やドーハ日本人学

校のことを懐かしく思い出す

んでしょうね。元気をもらい

ました。

③全体が一つになった非常に

素晴らしい学習発表会でした。

今回はじめて拝見しましたが、

自分の想像をはるかに超えた

素晴らしいものでした。どう

したら、これだけ多くの発表

を、いきいきと立派にこなせ

るものかと改めて子供たちの

無限の可能性や日頃の努力に

驚き、感動いたしました。

また子供たちの持つ可能性

を見事に引き出してこられた

先生方のご尽力には本当に頭

が下がります。

④学校に招かれる時にいつも

思うのですが、年齢の割に皆

さんしっかりされているとい

うことです。不便な所にいる

子供たちを、便利で快適な日

本より強く、たくましい子供

に育てている現状が日本の教

育への道しるべではと思われ

てなりません。

子ども達を温かい目で見て

くださっていることが、大変

有り難いことだと感じます。

そして、子ども達の頑張りを

きちんと評価してもらってい

ることが、何よりも嬉しいこ

とだと思います。

何度も大きな拍手をいただ

き、｢すごいね｣｢頑張ったね｣

と誉めてもらうことで、子ど

も達はきっと大きな自信を身

につけたと思います。その自

信を胸に、さらに前向きに進

んでほしいと思います。
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桃太郎と戦う鬼ヶ島の鬼達

アラビア語で歌う「ヤータイバー」 アラビア語劇「桃太郎」 熱心に見てくださった来賓の皆様

息の合ったコーラルスピーキング


